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歯周病が口腔だけでなく全身の健康に影響することはご存じの通りです。治療に際して

栄養の状況を考慮することは歯周病の管理だけでなく全身の健康を考慮することにつなが

ります。7 月の日本オーソモレキュラー医学会総会では歯周組織とビタミン D（VD）の関

係について発表しましたが、そこで触れられなかった情報を補足します。 

 

VDは従来から「骨のビタミン」と呼ばれるように、古典的な役割はカルシウムの代謝と

されてきました。しかし近年の研究成果は VD の受容体が細胞の核内に存在することを明

らかにしており、同じ脂溶性であるビタミン A と同じく遺伝子に直接働きかける「スーパ

ーファミリー」と考えられ、ビタミンというよりはむしろホルモンと同様の扱いを受ける

に至っています。 

このように非常に重要な栄養素である VDですが、私たちの充足度合いはお寒い限りです。

日本人を対象とした調査では８～９割が一般的に考えられている「充足」に達していませ

ん 2)3)。免疫機能や各種のがんの罹患リスクとの関連が指摘されている１)だけに気がかりな

ところです。 

そして VD と歯周病との関連ですが、様々な知見が蓄積されてきています。侵襲性歯周炎

での抗菌物質βディフェンシンの upregulate を通じて P.gingivalis の増殖を抑制、さらに

炎症性サイトカインを減弱するなどの効果が得られています 4)。 

 

また各種疾患と VD 受容体の遺伝子多型の関連も指摘されています 5)。 エピジェネティク

スの最近の研究では、いくつかの VD 受容体の遺伝子多型は大腸がんや骨粗鬆症と関連す

るとの報告が多く注目されています 6）。その遺伝子多型の 1つ（ApaI C/T rs#731236）が

慢性歯周炎と関連している可能性が示されています 7)。 

 

日光への暴露や VD を多く含む食物の摂取などはもちろん重要ですが、アンチエイジング

医学から至適と見なされる 25OHVDの血中濃度（50～80ng/ml）を達成するにはやはりサ

プリメントを使うことが現実的でしょう。10,000IU/day の摂取でも有害事象は報告されて

いませんが、血中濃度をモニターしつつ摂取量の調整をするのが望ましいと言えます。一

般医科と違い、歯科の外来では通常の採血は一般的ではありませんが、指先からの微量な

血液で VD濃度測定が可能なキットも登場しており、有用性は高いといえるでしょう。 
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慢性歯周炎患者とコントロール群において ApaI C/T rs#731236 SNPの変異に有意差がみ

られた。ApaI は VD 受容体遺伝子における制限酵素（DNA を特異的に切断する酵素。遺

伝子組み換え技術で多用される）の一種。遺伝子多型により VD が関与する遺伝情報の読

み出しに影響が出る可能性がある。VDR genotypesは SNPの核酸塩基の組み合わせを表す。
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